
活動内容と成果
●�商店・八百屋22か所と町役場・農家組合員宅前8
か所にゴミ分別ボックスを設置し、約300人が分
別活動に参加した
●�地域住民及び学生に対し、ゴミ分別とリサイクルに
関するワークショップ5回と訪問指導を実施した
●�1か月平均7,500ℓの生ゴミが回収され、堆肥づく
りに利用された
●�分別ボックス設置後指導を行い、分別ボックスの
30%で燃えるゴミの混入が減り、分別が改善された
●�14人の農家組合員が堆肥づくりの講義及びOJT
を受けた
●�10月より堆肥舎一基が稼働、4.5tの有機堆肥を製
造した

活動内容と成果
●寄贈食料は29tとなった（前年比102.5％）
●フードドライブを長野県内137か所で開催
●�長野市、松本市、上田市では、定期的に毎月、フー
ドドライブを開催
●�入出庫管理システムの運用を開始。オンラインシ
ステムに変更するための基本設計を開始
●�フードバンク活動について地域関係者会議を県内
4か所にて開催
●学生に対する意識啓発のための活動応援
●�10月の台風19号の被災者支援団体の活動に、延べ
33件、3,081㎏の食料を提供

課　題
日常的なゴミ投棄が行われている地域において、ゴ
ミ分別を通して環境意識を醸成し、有機ゴミを用い
た堆肥づくりと有機農業、リサイクルを促進させ、循
環型社会を形成する。

目　標
パレスチナ西岸地域でゴミの分別による廃棄物の資
源化が促進され、地域循環型社会が形成される。

課　題
企業からの食料受入量の増加と、フードドライブを
多くの地域で開催するための運営体制の基盤強化及
び、食品ロス削減のための寄贈食料品のデータの公
開。

目　標
長野県内でフードバンク活動が広がり、食品ロスが
削減され、食料を循環させる県民意識が高まってい
る。

（特非）　パルシック

（認特）　フードバンク信州

パレスチナ西岸地区北アシーラにおける
循環型社会のモデル形成事業

フードバンクによる食料循環の
ネットワーク構築

稼働した堆肥舎にて生ゴミ堆肥づくりを継続

子どもの支援のためのフードドライブを開催

町の大通りに置かれたゴミ分別
ボックス

高校生の研修でフードバンクの
意義を説明

実　践

フロントランナー助成

1年目

ゴミ分別に参加した
人数 300 人

寄贈食料 29 ｔ

北アシーラの年間
生ゴミ排出削減率 0.68 ％

フードドライブ開催 137 か所

今年度計画の達成度 70 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 20 ％

目標達成度 70 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
現地ではゴミ分別の習慣がほとんど
根付いていないため、住民の分別へ
の参加意欲を高めることに苦労し
た。

■工夫した点
住民が楽しんで活動に参加できるよ
う、ゴミ分別表やゴミ箱への表示を
工夫し、ゴミ箱を設置した商店店主
への訪問指導を実施した。

■苦労した点
活動エリアが広いため、関係者会議
の調整に苦労した。また、人材育成
のための講座を企画したが、諸事情
により開催できなかった。

■工夫した点
より多くの人たちに参加、協力して
もらうため、フードドライブを実践
するためのマニュアルを作成した。

事業2年目は堆肥の販売収益によりゴミの回収・処理費用を賄っていけるよう、堆
肥の製造・販路開拓を本格化するとともに、より一層町全体を巻き込んだ周知活動
を行い、地域住民の環境意識の醸成に力を入れる。

地域拠点との関係者会議を開催し、フードバンク活動のネットワークを充実させ、
開発する管理システムの紹介や運用方法を提供し、食品ロス削減の必要性をより
広く県民に伝えるよう努めていきたい。

今後の
展望
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活動地域
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 パレスチナ

 長野県
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実　践

つづける助成

2年目


